
 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さいカラフルな丸で表現しているのは子どもたちの姿 

★子どもたち一人ひとりが全員違うことを尊重するということ 

 （多様性の尊重） 

〇子ども一人ひとりの存在、思いや気持ちを大切に受け止めましょう。 

〇肯定的な声掛けや、温かいまなざしで寄り添うことが子どもたちの安心につながります。 

 

★保育を子どもたちの姿に合わせてつくり変えていくということ 

 （こどもまんなか社会） 

〇子ども自身が自分の好きな遊びや活動を選べるといいですね。 

〇常に子どもを真ん中にして保育を進めていきましょう。 
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（案） 資料３ 


